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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、ヒプシンの形成に必要なタンパク質をコードしています。ヒプシンは、真核生物翻訳開始因子5Aという唯一のタンパク質の翻訳後修飾によって形成される、特異なアミノ酸です。コードされているタンパク質は、スペルミジンのブチルアミン基を真核生物翻訳開始因子5A前駆体の特定のリジン残基に転移させ、中間体であるデオキシヒプシン残基を形成することで、ヒプシン形成の第一段階を触媒します。この遺伝子には、複数のアイソフォームをコードする選択的スプライシングを受けた転写バリアントが観察されています。 [RefSeq提供、2011年5月],触媒活性：[eIF5A前駆体]-リジン + スペルミジン = [eIF5A前駆体]-デオキシハイプシン + プロパン-1,3-ジアミン。,補因子：NAD。,機能：NAD依存性のスペルミジン酸化分解と、それに続くスペルミジンのブチルアミン基のeIF-5A前駆体タンパク質の特定のリジン残基のε-アミノ基への転移を触媒し、中間体であるデオキシハイプシン残基を形成する。,経路：タンパク質修飾；eIF5Aハイプシン化。,PTM：DNA損傷時にリン酸化される（おそらくATMまたはATRによる）。,類似性：デオキシハイプシン合成酵素ファミリーに属する。,サブユニット：二量体の二量体からなるホモ四量体。,
	研究分野
	-
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	NIH/3T3細胞ライセートのDHPS抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	DHPS 抗体を使用した HUVEC 細胞からの溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	DHSポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析
	

	DHSポリクローナル抗体を用いたK562細胞のウェスタンブロット解析

